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 要 旨 
背景： 
 多量飲酒と膵癌との関連が報告されている。しかし結論は明らかではない。 
方法： 
 膵癌とアルコール消費量との関連を検討するために、膵癌ケースコントロール研究国際

コンソーシアムに参加している 10 件のケースコントロール研究をプールした分析（ケース

5585 例とコントロール 11827 例）を実施した。研究ごとに共変量調整後のオッズ比を推

定し、ランダム効果モデルを使用してそれらをプールすることにより全体のオッズ比を算

出した。 
結果： 
 非飲酒および機会飲酒（一日あたり 1 ドリンク未満）と比較して、軽度から中等度の飲

酒（1 日あたり 4 ドリンク以下）と膵癌リスクには関連は認められなかった。しかしなが

ら、多量飲酒者（1 日当たり≥9 ドリンク以上）において有意なリスク上昇が観察された（オ

ッズ比 = 1.6、95％信頼区間 1.2 から 2.2）。結果は、喫煙状態を考慮した分析でも、膵炎

既往者や代理回答者を除いた分析においても、大きく変化しなかった。リスク推定値に、

性・年齢・人種・研究の種類、および調査地域による顕著な違いはなかった。 
結論： 
 今回の共同プール分析は、大量のアルコール摂取と膵癌リスクとの正の関連についての

さらなる根拠となるであろう。 

 




